
障
龍
埼
職
議

し
て
い
る
こ
の
社
会
の
中
で
、

障
害
女
性
は
重
複
し
た
差
別
を

受
け
て
い
る
。
問
題
は
錯
綜

し
、
解
決
も
容
易
で
は
な
い
。

障
が
い
者
差
別
と
女
性
差
別
。
障
が
い
女
性
は
「
複
合
差
別
」
を
受
け
て
い
る
が
、
公
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
障

が
い
女
性
当
事
者
を
中
心
に
国
内
外
の
課
題
に
取
り
組
む
「
Ｄ
Ｐ
Ｉ
女
性
障
害
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
、
３
月
に
複

合
差
別
の
実
態
調
査
報
告
書
を
出
し
た
。
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
佐
々
木
貞
子
さ
ん
の
報
告
。

障
害
女
性
が
抱
え
る
困
難

弱
％
が
性
的
被
害
一
複
合
差
雛
実
態
調
査
」
報
告
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国
連
で
採
択
さ
れ
た
一
障
害
者

権
利
条
約
」
は
こ
の
認
識
に
立

ち
、
第
６
条
に
「
障
害
の
あ
る

女
性
」
の
項
目
を
設
け
た
。

日
本
で
は
障
害
女
性
の
こ
う

む
る
困
難
に
つ
い
て
社
会
的
認

複合差別に関する議論を．するDP｜女il生障害者ネットワークのメンバー（1足

供 同ネットワーク）

し
か
し
一
障
が
い
者
制
度
改

革
の
推
進
の
た
め
の
第
二
次
意

見
」
で
は
、
障
害
女
性
に
つ
い

て
言
及
し
、
女
性
の
項
が
盛
り

込
ま
れ
た
も
の
の
、
昨
年
８
月

成
立
し
た
改
正
障
害
者
基
本
法

で
は
「
性
別
」
の
文
字
が
わ
ず

か
に
記
さ
れ
る
の
み
で
、
具
体

的
な
施
策
に
は
つ
な
が
ら
な
か

っ
た
。こ

れ
ま
で
の
公
的
な
障
害
者

統
計
に
は
男
女
別
の
集
計
デ
ー

タ
が
ほ
と
ん
ど
存
在
せ
ず
、
支

識
は
低
く
莞
障
害
者
施
策
か
ら

も
女
性
施
策
か
ら
も
こ
ぼ
れ
、

長
年
放
置
さ
れ
て
き
た
。

私
た
ち
は
内
閣
府
の
「
障
が

い
者
制
度
改
革
推
進
会
議
」
で

検
討
さ
れ
て
い
る
法
制
度
に
、

障
害
女
性
の
施
策
が
盛
り
込
ま

れ
る
よ
う
意
見
を
出
す
等
々
、

働
き
か
け
を
行
っ
て
き
た
。

女
性
の
困
難
を
可
視
化

実
態
調
査
は
一
障
害
が
あ
り
《

女
性
で
あ
る
た
め
に
生
き
に
く

い
」
と
感
じ
た
こ
と
に
つ
い
て

自
由
に
答
え
る
も
の
で
、
全
国

か
ら
師
人
の
障
害
女
性
の
生
の

声
が
集
ま
っ
た
（
グ
ラ
フ
参

援
の
場
で
の
事
例
も
守
秘
義
務

の
中
、
明
る
み
に
出
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。

そ
こ
で
私
た
ち
は
昨
年
、
障

害
女
性
の
困
難
を
可
視
化
し
よ

う
と
ア
ン
ケ
ー
ト
と
聞
き
取
り

に
よ
る
実
態
調
査
を
行
っ
た
。

並
行
し
て
幻
都
道
府
県
の
男
女

共
同
参
画
基
本
計
画
と
Ｄ
Ｖ
防

止
基
本
計
画
の
中
で
、
障
害
女

性
を
対
象
と
す
る
施
策
を
検
証

す
る
制
度
調
査
を
行
っ
た
。

こ
れ
ら
を
基
に
、
今
年
３
月

「
障
害
の
あ
る
女
性
の
生
活
の

困
難
・
複
合
差
別
実
態
調
査
報

告
書
」
を
発
行
し
た
。

弱
％
が
性
的
被
害
に

●
佐
々
木
貞
子

アンケート回答者の障害種別照
）
壷回

答
の
中
で
一
番
多
か
っ
た

の
が
性
的
被
害
で
、
回
答
者
の

弱
％
が
、
な
ん
ら
か
の
被
害
経

験
を
受
け
て
い
た
。

職
場
の
上
司
か
ら
、
家
庭
で

親
族
か
ら
、
学
校
や
施
設
の
職

員
か
ら
、
街
で
見
知
ら
ぬ
人
か

ら
と
、
状
況
は
さ
ま
ざ
ま
だ

が
、
立
場
の
弱
さ
や
障
害
の
た

め
、
拒
否
し
に
く
い
、
逃
げ
に

く
い
こ
と
に
付
け
込
ま
れ
る
傾

向
が
あ
っ
た
。
障
害
種
別
に
か

か
わ
ら
ず
、
介
助
時
、
必
要
以

上
の
身
体
接
触
が
不
快
と
訴
え

る
声
も
多
か
っ
た
。
ま
た
、
本

人
が
同
性
介
助
を
懇
願
し
て

も
、
職
員
の
都
合
に
よ
り
、
排

０
人
５
０
５
０
５
０
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妻雪向画一
池
や
入
浴
介
助
を
男
性
が
行

い
、
そ
れ
が
日
常
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
事
実
に
も
出
合
っ

た
。

さ
ら
に
、
「
月
経
の
介
助
を

省
く
た
め
、
子
宮
摘
出
を
勧
め

ら
れ
た
」
「
不
良
な
子
孫
の
出
生

を
防
止
す
る
た
め
の
優
生
保
護

法
の
も
と
、
子
ど
も
の
こ
ろ
に

不
妊
手
術
を
受
け
さ
せ
ら
れ

た
」
と
い
う
人
も
い
た
。

最
近
で
も
「
障
害
児
が
生
ま

れ
る
の
で
は
？
」
「
子
ど
も
が
育

て
ら
れ
る
の
か
？
」
と
い
う
理

由
で
、
医
師
や
親
族
か
ら
堕
胎

を
勧
め
ら
れ
た
と
い
う
経
験
が

あ
っ
た
人
も
い
た
。

％

藤一
1J

肢 体 不 自 由 視 覚 障 害 聴 覚 障 害 精 神 障 害 知 的障害難病発達障害盲ろ：：

視覚障害24人のうち1人は、（視覚障 害精神障害)と記載

精神障害10人のうち1人は、（精神障 害知的障害)と記載

難病9人のうち5人は、（難病肢体不自由)と記載

男
女
の
性
別
役
割
分
業
は
、
．

障
害
が
あ
ろ
う
が
付
き
ま
と

う
。
「
家
事
を
や
る
こ
と
を
当

然
視
さ
れ
、
で
き
な
い
と
す
べ

て
障
害
の
せ
い
に
さ
れ
た
」
「
つ

ら
く
て
も
家
事
を
強
い
ら
れ

る
」
と
い
う
声
も
あ
っ
た
。

ま
た
調
査
で
は
、
障
害
の
あ

る
女
性
（
男
性
）
の
「
男
女
共

同
参
画
」
に
関
わ
る
課
題
や
Ｄ

Ｖ
な
ど
「
暴
力
被
害
」
に
つ
い

て
の
状
況
把
握
が
、
不
十
分
な

こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

加
え
て
Ｄ
Ｖ
シ
ェ
ル
タ
ー
を

含
む
一
般
の
保
護
施
設
の
物
理

面
や
情
報
面
の
バ
リ
ア
ー
の
解

消
は
進
ん
で
い
な
い
。
高
齢
者

や
障
害
者
の
一
時
保
護
に
は
、

通
常
の
福
祉
施
設
を
活
用
す
る

と
い
う
傾
向
が
、
整
備
の
遅
れ

を
助
長
し
て
い
る
。
福
祉
施
設

は
Ｄ
Ｖ
被
害
者
に
対
応
し
た
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
は
な
く
、
被
害

者
の
安
全
は
担
保
さ
れ
な
い
。

一
や
嘩
嘩
蔀
醇
需
霊
華
率
参
議
華

な
い
経
済
的
立
場
の
弱
さ
に
加

え
、
自
身
の
障
害
を
補
い
、
社

会
生
活
を
い
と
な
む
た
め
の
支

援
が
貧
弱
で
、
教
育
、
就
労
、

介
助
、
情
報
、
子
育
て
、
住
宅
、

医
療
な
ど
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
遅

れ
、
す
で
に
あ
る
資
源
も
活
用

し
に
く
い
。

こ
の
よ
う
な
現
実
を
変
え
る

た
め
に
は
、
障
害
女
性
特
有
の

困
難
を
解
決
す
る
た
め
の
法
や

施
策
の
整
備
が
不
可
欠
だ
。

資
源
も
活
用
し
に
く
い
差
別
禁
止
法
に
向
け
て

現
在
世
界
“
力
国
以
上
に
葦

障
害
者
差
別
を
禁
止
す
る
法
律

が
あ
り
、
日
本
で
も
そ
の
検
討

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

５
月
に
は
、
障
害
者
差
別
禁

止
法
の
成
立
を
検
討
し
て
い
る

「
障
が
い
者
制
度
改
革
推
進
会

議
」
の
差
別
禁
止
部
会
で
、
障

害
女
性
の
課
題
が
取
り
上
げ
ら

れ
、
私
た
ち
も
発
言
の
機
会
を

得
、
法
案
に
「
女
性
お
よ
び
性

と
生
殖
」
の
項
が
明
記
さ
れ
る

よ
う
訴
え
た
。
６
月
週
日
に
は

衆
議
院
議
員
会
館
で
調
査
の
報

告
会
を
実
施
し
、
私
た
ち
の
予

想
を
上
回
る
多
く
の
議
員
や
市

民
の
参
加
が
あ
っ
た
。
日
本
の

障
害
者
差
別
禁
止
法
に
、
今

後
、
障
害
女
性
の
課
題
が
位
置

づ
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
、
そ
の

議
論
に
注
目
い
た
だ
き
た
い
。

障
害
女
性
は
、
単
な
る
保
護

を
求
め
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
本
来
持
っ
て
い
る
力
を
削

が
れ
、
賎
め
ら
れ
て
い
る
現
実

を
変
え
、
他
者
と
の
当
た
り
前

の
平
等
を
願
っ
て
い
る
の
だ
。

＊
調
査
報
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書
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